
5月20日 部分日食の観測

=天文セミナー8503より＝

5月2 0日早朝、 久しぶ りの部分食が、 日本全国で見られるはずだったのですが、御存知の悪

天候にさまたげられて、 ほとんどの地域で 観測不能でした。 ここでは、 太陽黒点デークサービス

にお願いして、 同会機関紙である「 天文セミナー」の部分日食特集から、 一部転載させていただ

くことにしました。 ごくわ ずかな幸運にめぐまれた地域で見られた日食のようすです。

なお、 太陽黒点デ＿クサービスは、 主として太陽 観測者のために、 黒点やブロミネンス等の観 

測デ ー タを扱う機関で、 前述の「天文セミナー」を発行しています。 1981年7月31日の日食 

では、 国内に組織的観瀾網をしき、接触時刃測定で成果をあげています。 

観測地：札幌市旭山記念公園 布篇隆久さん(The FAN Club)の報告より

2時半ぐらいまでは雨が降っており、 「みんな集合するだろうか？」という不安の中、 吉本宅

を出発、 我々の観測地点の旭山公園に3時半に到着。 みんな来てはいたものの、 クラ～イ雰囲気

はかくせない。 我々以外にも物好きがいるようで、 カメラと三脚をかついでいく姿が見られる。

新聞社等もやって来て、 望遠レンズがずらりと並ぶこの光景。 かつての「さよなら蒸気機関車」

を思わせる。 我々にとってのわず かな望みは、 北東の空が明る＜朝焼けに染まっていることだっ

た。 共同通信のカメラマソは、 「あっちがなぜ明るいんだ？あっちから出るんじゃないのか。」

とさわぐが、 クリノメ ＿ ク ー で調ぺるとだいたいテレビ塔の方角から昇るはずである。

さて、 日の出、 そして食開始時刻となっても太陽の姿はなく、 しかし、 なぜかあの朝焼けはそ

のまま見えていた ・・・・・寒さをしの⇔とめ、 あたりを走り回る 者もふえてきた。 さらに1時間、

そろそろ食最大であるが全く望みがない、 と思いきや、 天頂付近と北の空には青空が見えている

ではないか／ よし、 もう少しで晴れ間が移動する。 待とう……我々The FAN Clu bの良

い子の願いは天に通じ、 新聞社のカメラマソも予想だにしなかった東の空の一点が、 突然明る＜

なってきた。 「なんであそこが明るいんだT」 「あれは太陽だ」「いや、 あんなところではなり

などと問答して る問に、 そこから太陽が輝き出したのだったI 5時4 0分、 誰もがシャックー

を切っていたが、 私はフィルク ー交換をしていた。 N D40 0をはずし、 ND8 だけにしたのだ。

（私のカメラには, 1/1000秒よりも速いのがないため、 予想どお り露出オーパーになってし

まった。） その後、 ちらっと見えてはかくれ またやっと見えたと思っても薄雲がかかっている

状態で、 食の終わり頃には再び厚い雲の中にかくれていたのだった。

この頃、 我々の天頂に見えていた青空のおかげで、 旭山公園の西の手稲では日食の後半はずっ

と観測できていたようで、 The FAN Clubの名誉会員である林淳子嬢が連続写真の撮影に

成功した。
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